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グラフは、社会科や理科でもたくさん出てきますね。グラフのいいとこころは、

目で変化の様子などの特徴が分かることです。

ここで扱っている棒グラフは、１つの棒には、４種類の量が表されている複雑な

ラフです。みなさんは、このグラフを見て、どんなことに気づきましたか。

「全体では増えている」「変わっていないものがある」「減っているものがある」

ど、様々なことに気づいたと思います。この問題を通して、より詳しくしらべて

ましょう。

ここで学んだグラフの見方は、社会科や理科のグラフを読みとる場合にも、役に

つ見方です。

それでは、問題を解きましょう。
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☆何を求めたらいいのかな。

グラフから、 月から 月までの、それぞれの月に集め

た の重さの変化の様子をとらえることができるかをみる問

題です。

☆まず、自分で解いてみましょう。

☆ それでは、順番に考えてみましょう。

グラフの一つの棒には四つの項目が表されています。そのうち上から

二つ目の の重さをそれぞれ求めましょう。

４月は ｋｇ、５月は ｋｇ、６月は ｋｇ

になります。

空きびん

① 問題を

つかもう。
４

② 自分の

力ででき

るかな。

③ こんな

ふうに考

えるとい

いよ。

問題５の（２）のワークシート

６

答え（ ）

選んだ理由

空きびん

３０ ２０ １０
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☆答えは、どれかな。

したがって、空きびんの重さの変化について、正しいのは です。
④ 答えを

書こう。

１

この問題は、グラフの特徴をもとに、集めた空きびんの重さの４月から６月までの変化の様子を

とらえることができるかをみる問題です。

一見すると、どれも７０ｋｇで同じ重さに見えるかもしれませんが、「どこからどこまで」の「ど

こから」に着目すると、違いがみえてきます。４月は４０ｋｇから７０ｋｇなので３０ｋｇ、５月

は５０ｋｇから７０ｋｇなので２０ｋｇ、６月は６０ｋｇから７０ｋｇなので１０ｋｇになります。

したがって、空きびんの重さは、だんだん減っています。

☆何を求めたらいいのかな。

４月の全体の重さをもとにしたペットボトルの重さの と

の全体の重さをもとにした を

比べる問題です。

問題５（２）の解説

割合
① 問題を

つかもう。

調べる目的を明確にした上で、グラフのどの部分に着目すればよいかを確認することが大

切です。

ポイント！

問題５の（３）のワークシート

６月 ペットボトルの重さの割合
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☆まず、自分で解いてみましょう。

☆まず、４月と６月の割合を求めてみましょう。

４月の全体の重さは ｋｇ、ペットボトルの重さは ｋｇ、

したがって、全体の重さをもとにしたペットボトルの重さの割合は、

（ペットボトルの重さ）÷（ ）だから

÷ ＝

６月の全体の重さは ｋｇ、ペットボトルの重さは ｋｇ、

したがって、全体の重さをもとにしたペットボトルの重さの割合は、

÷

☆答えを考えてみまし

割合を比べて、正しい

の割合が４月は

いからです。

答え（ ）

選んだ理由

８０

② 自分の

力ででき

るかな。

③ こんな

ふうに考

えるとい

いよ。

④ 答えを

書こう。

２０

２０ ８０

全体の重さ

0.25

100 ２０

２０ 0.2

0.25
＝100
ょう。

ものは です。理由は、ペットボトルの重さ

で、６月は なので、 月の方が大き

１

0.2 ４
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この問題は、４月と6月の集めたもの全体の重さとペットボトルの重さをもとにして、割合の大

小を判断し、その理由を言葉や式を用いて説明することができるかをみる問題です。

考え方はワークシートのように「４月と６月の割合を求め、その結果をもとにして説明する方法」

のほかに「もとにする量とくらべる量の関係をもとにして説明する方法」もあります。

「もとにする量とくらべる量の関係をもとにして説明する方法」は、ペットボトルの重さの割合

が、（ペットボトルの重さ）÷（全体の重さ）で求められることから、ペットボトルの重さは、４

月と６月は２０ｋｇで同じですが、全体の重さは、４月が８０ｋｇで6月が１００ｋｇなので４月

の方が小さい。だから、ペットボトルの重さの割合は、４月のほうが大きいと考えられます。

問題５（３）の解説

割合は、（くらべる量）÷（もとにする量）で求めることができます。そのことの十分な理解

が必要です。その上で、もとにする量とくらべる量の大小関係に着目して、割合の大小を判断で

きることも大切です。

つまり、くらべる量が同じ場合は、もとにする量が小さい方が、割合は大きくなり、もとにす

る量が同じ場合には、くらべる量が大きい方が、割合も大きくなります。

ポイント！


